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	４月の人事異動に向けた労使協議を執行部は先週から申し入れてきましたが、町長から考えが提案されたのは、昨日24日の16時頃でした。

町長から示された内容は、本日25日午後から内示を出すというもので、管理職４名の増員やグループの配置人員が減るところがあり
	
	
	ます。しかし、執行部議論や当該支会組合員との協議の時間が確保できないという状況で、人事異動に係る労働条件の変更に関する組合との事前協議について不誠実な対応がされました。町長からの提案を受けて昨晩、執行部四役で議論し、本日午前、町長と再協議を行い執行部の考えを申し入れました。
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◎管理職を４名増やす。


現行２０名（課長職１３、主幹職７）⇒人事異動後２４名（課長職１２、主幹職１２）


○理由　　Ｈ２３年度末の管理職５人退職を見越した準備で、行政の継続性を図る。


○管理職の新たな配置（増員）


企画財政課…主幹２名（内１名は、さんさん館に配置）【１名はＨ２３限り】


保健福祉課…主幹１名【Ｈ２３限り】


学校教育課…給食センター次長１名


◎グループ・担当（主査・主任等）の配置人数【３月現行の人数からの変更】


総務課管財グループ（電算対応）…１名増（昨年４月と同じくする）


企画財政課……２名減


学校教育課給食センター…１名減（主査職は配置しない）


社会教育課……１名増（昨年４月と同じくする）


◎行政経営推進室は今年度で廃止し、民営化推進室を設置する











・管理職を４名増やすことには反対である。


・グループ・担当の職員配置が減ることには反対である。


業務を担う現場が忙しくなる。（現行106名⇒人事異動後104名）Ｈ２４にもひずみが出る。


・給食センター次長の配置には疑問である。


・さんさん館は外部からの起用をすべきである。


・保健福祉課の主幹１名増の理由が、認定子ども園の対応や制度改正が多いことに対処するためとのことであるが、一方で１名増はＨ２３年度限りということも言われており疑問である。


・管財Ｇ（電算対応）及び社会教育課の昨年４月と同数配置は労使協議の履行であり評価する。























津別町でも二つの団体が助成をいただきました


・2009年度　津別町手をつなぐ育成会　（会長　新鞍忠信さん）


